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中心商店街（本町通り）

Ｑ 高齢者を守る安心と安全対策について

Ａ 住み慣れた地域で安心して暮らせるよう、
地域や関係機関と連携し、対策に取り組んでいく

林　利雄 議員

①�　

最
近
、
高
齢
者
を
ね

ら
っ
た
、
オ
レ
オ
レ
詐
欺

や
ア
ポ
電
詐
欺
、
そ
の
他

に
も
電
話
で
の
特
殊
詐
欺

被
害
が
全
国
各
地
で
多
発

し
て
い
る
が
、
ナ
ン
バ
ー

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
対
応
の
電

話
機
や
簡
単
に
電
話
機
に

取
り
付
け
が
で
き
る
防
犯

対
策
用
グ
ッ
ズ
の
費
用
を

一般質問

町
政
を
問
う

3
月
議
会
で
は
３
人
の
議
員
が
登
壇
し
、

町
の
考
え
を
た
だ
し
た
。

町
独
自
で
助
成
し
て
は
ど

う
か
。

②�　
当
町
で
は
「
ば
ら
タ
ク

サ
ー
ビ
ス
事
業
」
が
あ
る

が
、
ば
ら
タ
ク
を
利
用
で

き
な
い
高
齢
者
が
増
え
て

き
て
い
る
と
考
え
る
が
、

移
動
販
売
車
で
の
宅
配
や

買
物
代
行
サ
ー
ビ
ス
を
導

入
し
て
は
ど
う
か
。

Ａ 

町　
長

①�　

大
垣
警
察
署
に
よ
る

と
、
被
害
者
年
齢
の
割
合

は
、
60
歳
以
上
が
７
割
を

占
め
て
い
て
、
言
葉
巧
み

に
金
銭
を
要
求
し
て
く
る
。

　

�　

こ
う
し
た
詐
欺
被
害

は
、
家
族
で
の
日
頃
か
ら

の
会
話
や
町
民
一
人
ひ
と

り
の
心
掛
け
が
重
要
で
、

町
民
に
幅
広
く
「
特
殊
詐

欺
」
に
つ
い
て
、
知
っ
て

い
た
だ
く
こ
と
が
最
優
先

で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、

詐
欺
に
あ
わ
な
い
よ
う
粘

り
強
く
啓
発
す
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。

　

�　
町
と
し
て
は
、
防
犯
対

策
用
グ
ッ
ズ
な
ど
の
購
入

助
成
に
つ
い
て
導
入
す
る

考
え
は
な
い
が
、
関
係
機

関
と
連
携
し
、
注
意
喚
起

や
情
報
提
供
を
積
極
的
に

行
い
、
犯
罪
被
害
の
未
然

防
止
に
努
め
て
い
く
。

②�　

買
い
物
代
行
に
つ
い
て

は
、
介
護
保
険
制
度
に
お

い
て
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

が
要
介
護
者
の
自
宅
に

訪
問
し
、
買
い
物
な
ど
の

サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
る
。

　

�　

町
と
し
て
は
、
現
行

の「
ば
ら
タ
ク
サ
ー
ビ
ス
」

に
よ
る
移
動
支
援
や
ホ
ー

ム
ヘ
ル
パ
ー
な
ど
の
買
い

物
代
行
に
つ
い
て
、
引
き

続
き
、積
極
的
に
推
進
し
、

取
り
組
ん
で
い
く
。

　

�　
「
買
い
物
弱
者
」
対
策

は
避
け
て
通
れ
な
い
課
題

で
あ
り
、
住
み
慣
れ
た
地

域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

よ
う
、
今
後
も
、
地
域
や

関
係
団
体
な
ど
と
連
携

し
、
調
査
・
研
究
を
し
て

い
く
。

Ｑ
中
心
市
街
地
活
性
化

の
整
備
計
画
に
つ
い
て

　
駅
前
通
り
、本
町
商
店
街
、

鍛
冶
屋
町
商
店
街
は
、
か
つ

て
は
賑
わ
い
が
あ
っ
た
が
、

今
で
は
商
店
も
少
な
く
空
き

家
や
空
き
地
が
目
立
っ
て
い

る
。
町
と
し
て
、
今
後
、
中

心
市
街
地
の
活
性
化
を
図
る

た
め
に
、
都
市
計
画
の
見
直

し
や
修
景
工
事
等
、
ど
の
よ

う
な
計
画
で
整
備
し
て
い
く

の
か
。

Ａ 

町　
長

　
市
街
地
の
整
備
計
画
に
つ

い
て
は
、
地
域
の
方
々
の
ま

ち
づ
く
り
の
方
向
性
を
十
分

配
慮
し
た
う
え
で
、
現
行
の

都
市
計
画
の
枠
組
み
の
中
で

検
討
し
て
い
き
た
い
。
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Ｑ 児童館開設の見通しは

Ａ 令和6年度以降にふれあいセンターを改修し供用を開始したい

小川榮一 議員

　
藤
井
町
長
の
公
約
で
あ
る

児
童
館
開
設
に
向
け
て
、
令

和
5
年
度
の
予
算
書
に
「
ご

う
ど
児
童
館
基
本
設
計
委
託

料
」
が
計
上
さ
れ
た
。

　
そ
こ
で
尋
ね
る
。

①�　
町
長
の
児
童
館
開
設
に

か
け
る
思
い
は
何
か
。

②�　
「
ご
う
ど
児
童
館
」
の

特
色
は
何
か
。

③�　
「
ご
う
ど
児
童
館
」
の

完
成
時
期
は
、
い
つ
頃
に

な
る
の
か
。

Ａ 

町　
長

①�　
「
児
童
館
」
と
は
、
法

で
児
童
厚
生
施
設
に
位
置

付
け
ら
れ
、
児
童
に
健
全

な
遊
び
を
提
供
す
る
こ
と

で
、
児
童
の
健
康
の
増
進

及
び
情
操
を
豊
か
に
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
施
設

と
規
定
さ
れ
て
い
る
。

　

�　
具
体
的
に
は
、
遊
び
を

通
し
た
集
団
・
個
別
指
導
、

放
課
後
児
童
の
指
導
、
子

育
て
団
体
等
の
地
域
組
織

活
動
の
育
成
・
助
長
な
ど

を
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い

る
。

　

�　

近
年
、
神
戸
町
で
は
、

少
子
高
齢
化
や
核
家
族
化

が
進
む
中
で
、
コ
ロ
ナ
禍

の
影
響
も
あ
り
、
地
域
住

民
と
子
ど
も
・
保
護
者
と

の
交
流
の
機
会
が
減
少
し

て
い
る
。
ま
た
、
女
性
の

社
会
進
出
に
よ
る
共
働
き

家
庭
の
増
加
に
よ
り
、
子

ど
も
が
安
心
し
て
遊
ぶ

こ
と
が
で
き
る
遊
び
場

の
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い

る
。

　

�　
こ
れ
ら
の
課
題
や
ニ
ー

ズ
を
受
け
、
子
ど
も
福
祉

の
向
上
及
び
子
ど
も
・
保

護
者
と
地
域
住
民
と
の
交

流
を
促
進
す
る
た
め
、
児

童
館
開
設
に
向
け
、
令
和

5
年
度
に
基
本
設
計
の
予

算
を
計
上
し
た
。

②�　

児
童
館
の
開
設
場
所

は
、
八
条
の
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
の
1
階
を
改
修

し
、
開
設
す
る
計
画
で
あ

る
。
施
設
改
修
は
、
国
の

設
置
基
準
に
沿
っ
た
設
備

を
整
備
す
る
が
、
内
部
改

修
を
行
う
際
に
は
、
木
育

の
観
点
か
ら
木
を
用
い
た

内
装
等
を
考
え
て
い
る
。

　

�　

ま
た
、
運
営
面
で
は
、

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
２
階

で
開
設
の
「
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
お
ひ
さ
ま
」
で

の
子
育
て
支
援
団
体
と
の

協
働
を
参
考
と
す
る
た

め
、
計
画
段
階
か
ら
子
育

て
支
援
団
体
等
の
協
力

を
得
て
、
２
階
の
「
お
ひ

さ
ま
」
と
１
階
の
「
児
童

館
」
が
連
携
し
た
形
で
の

運
営
を
行
い
た
い
と
考
え

て
る
。

③�　
令
和
5
年
度
に
児
童
館

の
施
設
及
び
設
備
等
の
仕

様
を
定
め
る
基
本
設
計
を

実
施
し
、
令
和
6
年
度
以

降
に
国
庫
補
助
金
を
活
用

し
て
実
施
設
計
お
よ
び
本

体
改
修
工
事
を
行
い
、
工

事
完
了
後
に
児
童
館
の
供

用
を
開
始
す
る
予
定
で
あ

る
。

児童館開設予定施設のふれあいセンター（八条区）
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は
、
法
令
に
基
づ
き
、
厳
正

的
確
に
家
賃
の
算
定
や
入
居

退
去
の
手
続
き
を
行
っ
て
い

る
こ
と
や
、
町
営
住
宅
の
入

居
者
以
外
の
住
宅
困
窮
者

が
入
居
で
き
る
住
宅
セ
ー
フ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し
て
町
営
住

宅
の
運
営
を
す
る
た
め
、
現

状
の
家
賃
体
系
を
変
更
す
る

こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

Ｑ
小
中
学
校
へ
の
給
食
費

の
無
償
化
に
つ
い
て

　
「
少
子
化
対
策
」
と
「
子

育
て
支
援
」
の
強
化
は
、
今

や
国
民
的
課
題
で
あ
る
。
さ

ら
に
３
年
余
の
コ
ロ
ナ
禍
の

も
と
、
異
常
な
物
価
高
騰
な

ど
で
家
計
へ
の
影
響
は
深
刻

な
事
態
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
中
、
こ
の
度
の

中
学
校
の
給
食
費
無
償
化
が

徐
々
に
家
賃
を
引
き
上
げ
る

負
担
調
整
を
行
い
、
令
和
３

年
度
か
ら
は
本
来
家
賃
で
の

算
定
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の

こ
と
は
、
緩
和
措
置
後
に
想

定
さ
れ
る
本
来
家
賃
を
、
建

替
え
前
か
ら
あ
ら
か
じ
め
対

象
者
に
示
し
て
お
り
、
入
居

者
の
理
解
を
得
て
い
る
も
の

と
考
え
て
い
る
。

　
毎
年
度
、
入
居
者
の
収
入

の
申
告
に
よ
り
算
定
す
る
た

め
、
同
じ
部
屋
に
居
住
し
て

い
て
も
、
入
居
者
の
収
入
や

入
居
人
数
の
変
化
に
応
じ
、

毎
年
家
賃
が
増
減
す
る
こ
と

と
な
る
。

　
ま
た
、
収
入
超
過
者
に
対

し
て
は
、
明
渡
し
努
力
義
務

の
あ
る
こ
と
を
通
知
し
て
い

る
。

　

こ
の
よ
う
に
町
と
し
て

Ｑ
町
営
住
宅
の
家
賃
設
定

の
問
題
点
に
つ
い
て

　
町
営
住
宅
は
、
低
所
得
者

や
社
会
的
弱
者
を
応
援
す
る

住
宅
と
し
て
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
が
近
年
、「
所
得

制
限
」
と
家
賃
の
値
上
げ
の

問
題
で
住
宅
を
退
去
せ
ざ
る

を
え
な
い
状
況
が
生
ま
れ
、

入
居
者
か
ら
批
判
が
出
て
い

る
。

　
若
者
や
高
齢
者
が
安
心
し

て
住
め
る
家
賃
体
系
を
検
討

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

Ａ 

町　
長

　

神
戸
町
の
町
営
住
宅
の

建
替
事
業
に
お
い
て
、
新
た

に
入
居
す
る
建
替
後
の
家
賃

が
建
替
前
の
家
賃
を
超
え

る
方
々
に
は
、
６
年
を
か
け

す
べ
て
の
児
童・生
徒
に
給
食
費
の
無
償
化
を

Ａ
小
学
校
の
無
償
化
実
施
に
向
け
て
は
、

�
今
後
、
財
政
状
況
を
十
分
勘
案
し
な
が
ら
検
討
を
し
て
い
き
た
い

鈴木愛子 議員

ＱＱ

提
案
さ
れ
た
こ
と
は
重
要
な

前
進
で
あ
り
評
価
す
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

　
私
は
、
こ
の
取
り
組
み
を

一
刻
も
早
く
小
学
校
ま
で
拡

充
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
る
と
考
え
る
。
そ
の
見
解

を
問
う
。

Ａ 

町　
長

　
給
食
費
無
償
化
に
お
い
て

は
、
公
約
の
中
で
「
学
校
給

食
無
償
化
の
段
階
的
実
施
」

を
掲
げ
て
い
る
。

　
令
和
５
年
度
の
当
初
予
算

で
中
学
校
の
給
食
費
無
償
化

を
実
現
す
る
た
め
に
、
３
千

万
円
の
予
算
を
計
上
し
た
。

　
小
学
校
の
無
償
化
実
施
に

向
け
て
は
、
今
後
、
財
政
状

況
を
十
分
勘
案
し
な
が
ら
検

討
を
し
て
い
き
た
い
。



№
184号

令
和

5年
6月

1日
発

行
発

　
行

／
岐

阜
県

安
八

郡
神

戸
町

議
会

編
　

集
／

議
会

広
報

編
集

特
別

委
員

会

〒
503-2392　

岐
阜

県
安

八
郡

神
戸

町
大

字
神

戸
1111

☎（
0584）27-5363　

FAX（
0584）27-2300

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

  https://w
w

w
.tow

n.godo.gifu.jp/

10'23.06.01

全
国
町
村
議
会
議
長
会
よ
り
、
鈴
木
愛
子
議
員
が
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
表
彰
は
、
議
員
と
し
て
27
年
以
上
在
職
し
、
地
方

自
治
の
進
展
に
大
き
な
役
割
を
果
た
さ
れ
た
功
績
を
た
た

え
る
も
の
で
す
。

今
後
の
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
し
ま
す
。

全
国
町
村
議
会
議
長
会 

自
治
功
労
者
表
彰
を
受
賞

表
紙
の
写
真
は
、
昨
年
10
月
に
町
指
定
文
化
財
の
指

定
を
受
け
た
、「
駕
籠
」
で
す
。
影
向
山
神
護
寺
善
学

院
に
伝
存
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
江
戸
後
期
に
入
手
し

て
使
用
し
て
い
た
も
の
と
み
ら
れ
て
い
ま
す
。
優
雅
で

品
格
の
高
い
乗
り
物
で
す
。
腰
の
部
分
以
外
は
網
代
貼

り
で
、
屋
根
は
円
弧
状
で
黒
塗
り
、
左
右
に
打
上
（
開

口
部
）
が
あ
り
、
そ
の
下
に
そ
れ
ぞ
れ
引
戸
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
引
戸
に
は
窓
が
あ
り
、朱
塗
り
の
簾
が
懸
か
っ

て
い
ま
す
。
前
面
に
も
窓
が
あ
り
、
さ
ら
に
背
面
上
部

の
２
箇
所
に
通
気
口
が
あ
り
ま
す
。
簾
と
同
様
、
朱
に

塗
っ
た
竹
が
編
ま
れ
て
い
ま
す
。
内
部
に
は
、
肘
掛
け

と
背
も
た
れ
が
あ
り
、
担
ぎ
棒
は
黒
塗
り
で
両
端
が
細

く
な
っ
て
お
り
、
中
が
く
り
ぬ
か
れ
て
い
ま
す
。
日
吉

神
社
の
祭
礼
等
の
往
来
に
使
用
し
た
と
の
伝
承
が
あ
り

ま
す
。

２月

３月 ５月

４月

議会の動き（2 月～ 5 月）

16 日（木）	 議会運営委員会
21 日（火）	 全員協議会・議会改革特別委員会

  6 日（月）	 第 2 回定例会開会
  8 日（水）	 民生文教常任委員会
  9 日（木）	 総務建設常任委員会
15 日（水）	 第 2 回定例会再開（一般質問）
16 日（木）	 第 2 回定例会再開（議案審議）
	 全員協議会・議会改革特別委員会

11 日（木）	 第３回臨時会
	 全員協議会
16 日（火）	 広報編集特別委員会
17 日（水）	 議会運営委員会
19 日（金）	 全員協議会・議会改革特別委員会
	 広報編集特別委員会

  1 日（土）	 町功労者表彰式
23 日（日）	 町議会議員選挙投開票日

西美濃の古刹「善学院」

鈴木 愛子 議員


